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ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
大
地
の
公
園
」
を
意
味

し
て
お
り
、
科
学
的
に
重
要
で
貴
重
な
価
値

を
持
つ
地
形
や
地
質
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
地
域
の
こ
と

で
す
。
大
地
（
ジ
オ
）
の
上
に
広
が
る
生
態

系
（
エ
コ
）
の
中
で
人
々
の
暮
ら
し
（
ヒ

ト
）
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ジ

オ
・
エ
コ
・
ヒ
ト
」
の
３
つ
の
要
素
を
つ
な

ぐ
地
域
資
源
の
総
称
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
大
地
が
育
ん
だ
地

域
の
文
化
や
風
習
、
グ
ル
メ
を
体
感
す
る
な

ど
、
地
球
を
学
び
、
丸
ご
と
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
（U

N
ES
C
O

）
が
認
定
す
る

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
日
本
国

内
の
独
自
制
度
で
あ
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
」
が
あ
り
ま
す
。
道
内
に
は
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
が
６
か
所
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

目
指
す
地
域
が
１
か
所
あ
り
（
令
和
６
年
２

月
現
在
）
、
そ
の
う
ち
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

オ
パ
ー
ク
、
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
２
地

域
は
、
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に

も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
そ
の
保
護
に
取
り
組
む

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
が
大
地

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
自
然

と
人
間
の
共
生
を
深
く
理
解
す
る
場
所
と
し

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
支
援

道
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

年
度
か

ら
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
団
体
に
よ
る

「
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
間
の
有

機
的
な
連
携
を
図
り
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
を

本
道
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン

で
は
、
道
内
ジ
オ
パ
ー
ク
の
連
携
強
化
、
道

内
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
促
進
、
道
内
ジ
オ

パ
ー
ク
の
発
信
力
強
化
を
基
本
方
針
と
し
て

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
道
で
は
、

道
内
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
ま
る
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ら

な
い
方
々
へ
の
認
知
度
向
上
、
ジ
オ
パ
ー
ク

関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
や
勉
強
会
を
通
し

て
、
効
果
的
な
取
組
の
検
討
や
情
報
発
信

活
性
化
へ
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
国
宝
指
定
に
よ
り
新
た
な
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
遠
軽
町
を
取
材
し
ま
し
た
。

▲VＲ動画でバーチャル登山体験
道が制作した、アポイ岳ジオパークが舞台の
ＶＲ動画。
小学生でも楽しめる内容となっている。解説
は北大生が担当。

て
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
歴
史

や
地
質
な
ど
各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
の

ほ
か
、
火
山
災
害
な
ど
の
防
災
教
育
に
お
け

る
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
国
宝
指
定
と
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
～

【北海道のジオパーク】

令
和
２
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第

回
北
海

道
・
北
東
北
知
事
サ
ミ
ッ
ト
」
に
て
、
北
海

道
・
青
森
県
・
秋
田
県
・
岩
手
県
の
４
道
県

は
、
北
海
道
・
北
東
北
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一

体
的
な
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
認
知
度
向
上
と
、
地
域

間
で
の
情
報
交
換
・
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

を
決
め
る
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
広
域

的
な
連
携
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
を
活
用
し
た
新
し
い
人
の

流
れ
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遠
軽
町
の
日
本
最
大
の
黒
曜
石
の

産
地
で
あ
る
「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
」
で
は
、

「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出
土
品
」
１
９
６
５

点
が
、
令
和
５
年
６
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

大
き
な
注
目
を
集
め
る
な
ど
、
今
後
の
地
域

29

23
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約

万
年
前
の
巨
大
噴
火

に
よ
っ
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ

湖
「
洞
爺
湖
」
と
、
約
２
万

年
前
に
誕
生
し
た
活
火
山

「
有
珠
山
」
を
中
心
と
し
た

雄
大
な
景
色
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。地

域
独
自
の
資
格
「
火
山

マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
減
災

教
育
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
施

や
、
教
育
旅
行
向
け
の
「
野

外
学
習
テ
キ
ス
ト
」
を
作
成

し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

す
る
な
ど
、
減
災
教
育
へ
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲昭和新山と洞爺湖▲アポイ岳と様似海岸

洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク

▲三笠市立博物館

ア
ポ
イ
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク

▲波状丘陵地帯

大
雪
山
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

▲神居古潭(かむいこたん)

三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク

▲減災教育ガイドツアー

地
球
内
部
の
マ
ン
ト
ル
に

由
来
す
る
か
ん
ら
ん
岩
が
地

表
に
現
れ
て
で
き
た
、
世
界

的
に
も
珍
し
い
ア
ポ
イ
岳
は
、

固
有
の
高
山
植
物
が
多
く
生

育
す
る
「
花
の
山
」
と
し
て

も
知
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら

登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

地
元
中
学
生
が
高
山
植
物

の
苗
を
育
て
て
ア
ポ
イ
岳
に

戻
す
「
自
然
環
境
の
再
生
」

を
試
み
る
環
境
教
育
や
、
認

定
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
多

様
な
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▲体験プログラム

１
億
年
前
の
太
古
の
生
命

と
進
化
の
歴
史
、
石
炭
発
見

に
よ
り
栄
え
た
炭
鉱
ま
ち
の

文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
こ
れ

ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
活
用
し
、

見
る
だ
け
で
は
な
く
、
五
感

を
通
じ
て
楽
し
む
体
験
型
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
も
進
め
て
お
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
商
品

を
「
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商
品
」

に
認
定
す
る
な
ど
、
産
官
学

連
携
の
取
組
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

▲ジオツアー

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

全
国
で
唯
一
「
凍(

し
ば)

れ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
で
、
凍
れ
が
作
り
出

し
た
、
夏
で
も
冷
た
い
風
が

吹
く
「
風
穴
」
や
そ
こ
に
暮

ら
す
生
き
物
た
ち
、
寒
冷
地

な
ら
で
は
の
生
活
の
知
恵
や

産
業
に
触
れ
る
こ
と
で
、
知

的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
旅
を

楽
し
め
ま
す
。
冬
に
な
る
と

完
全
結
氷
し
た
然
別
湖
の
上

で
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト

「
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」

が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な

ど
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

十
勝
岳
連
峰
の
主
峰
、
活
火

山
「
十
勝
岳
」
の
雄
大
さ
、
そ

の
麓
に
広
が
る
波
状
丘
陵
、
美

し
い
景
色
が
魅
力
的
な
地
域
で

す
。火

山
と
人
々
の
営
み
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
、
風
景
、
温

泉
、
農
作
物
を
楽
し
み
、
景
観

や
そ
の
成
り
立
ち
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
ツ
ア
ー
を
計
画
、
試
行

し
て
い
る
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
普
及
す
る
た
め
、
学
校

教
育
・
生
涯
学
習
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

▲ジオパーク学習

現
在
も
活
動
を
続
け
る

「
大
雪
火
山
群
」
、
大
雪
山

系
を
源
と
す
る
河
川
が
流
れ

る
「
上
川
盆
地
」
、
そ
し
て

約
１
億
年
前
に
地
下
深
く
で

つ
く
ら
れ
た
変
成
岩
類
を
石

狩
川
が
削
っ
て
で
き
た
「
神

居
古
潭
峡
谷
」
の
３
つ
の
エ

リ
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

雄
大
な
大
雪
山
の
山
々
や

温
泉
、
肥
沃
な
土
壌
で
作
ら

れ
る
米
等
の
特
産
品
の
他
、

地
域
の
随
所
に
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
物

語
が
あ
り
ま
す
。

▲フィールドワーク

道内の魅力的なジオパーク（構想）の地域活性の取組

▲風穴(ふうけつ)▲しかりべつ湖コタン

11
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国
宝
指
定
を
契
機
に
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た
交
流
人
口
拡
大
へ

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク

交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を

体
感
で
き
る
「
ジ
オ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、

「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出
土
品
」
や
白
滝
ジ

オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
人
旅
行
以
外
で
も
、
小
中
学
生
な
ど
の

教
育
旅
行
な
ど
の
活
用
の
た
め
、
学
習
教
材

や
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
も
取
り
揃
え
、
地
域

内
外
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

価
値
を
体
感
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遠
軽
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、
黒
曜
石
を
使
っ
た
石
器
づ
く
り

や
滑
石
を
使
っ
て
作
る
勾
玉
づ
く
り
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
国
宝
や
黒
曜
石
に
つ
い
て
、
体
験
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
来
訪
者
の
知
的
好

奇
心
を
満
足
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

▲黒曜石アクセサリー作り体験(札幌駅前通地下広場
（チ・カ・ホ）)
オホーツク総合振興局主催のオホーツクフェアでは、多く
の方がアクセサリー作りを楽しんでいました。

さ
ら
に
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し

た
町
内
周
遊
の
促
進
や
観
光
客
の
滞
留
時
間

の
延
長
に
向
け
、
官
民
連
携
に
よ
る
町
内
周

遊
ガ
イ
ド
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に
も
取
り
組

む
ほ
か
、
道
の
駅
「
遠
軽

森
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
」
を
は
じ
め
、
町
内
の
飲
食
店
や
土
産
店

遠
軽
町
の
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
日
本
最

大
級
の
質
・
埋
蔵
量
を
誇
る
黒
曜
石
が
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
、
こ
の
黒
曜
石
か
ら
、
過
去

の
地
球
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
黒
曜
石
を
生
み
出

し
た
火
山
活
動
と
、
黒
曜
石
を
道
具
と
し
て

用
い
た
旧
石
器
時
代
の
人
々
に
つ
い
て
学

び
・
体
感
す
る
こ
と
で
、
大
地
と
人
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
白

滝
か
ら
出
土
し
た
「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
出

土
品
」
１
９
６
５
点
が
、
令
和
５
年
６
月
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

遠
軽
町
で
は
、
こ
の
指
定
に
よ
る
効
果
を

地
域
全
体
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
白
滝
ジ
オ

国
宝
指
定
と
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク

認
知
度
向
上
に
向
け
た
情
報

発
信

豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

▲白滝ジオパーク交流センター(遠軽町白滝総合支所１階内)
どのように黒曜石ができたのかを学べる施設。

取
組
の
成
果
と
今
後
の
展
開

こ
の
よ
う
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
札
幌
圏
や
道
外
か
ら
の
観

光
客
が
目
に
見
え
て
増
加
し
て
お
り
、
町
で

は
こ
う
し
た
地
域
を
盛
り
上
げ
る
好
機
を
活

用
し
、
今
後
は
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
担

い
手
の
育
成
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、
黒
曜
石
の
魅
力
を
地
域
や
観
光
客
に
伝

え
る
担
い
手
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
が
、

ま
だ
人
材
は
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

学
校
の
授
業
な
ど
で
黒
曜
石
の
魅
力
や
、

な
ぜ
白
滝
が
重
要
な
の
か
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
石
育
と
い
う
取
組
を
通
し

て
、
地
域
に
黒
曜
石
の
魅
力
を
広
め
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
、
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た

町
内
周
遊

パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
黒
曜
石
や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
知
度
向
上
に
向
け
て
、
道
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
展
や
、
黒
曜
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
体
験
を
通
じ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
町
や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
に
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
設
サ
イ
ト
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
色
や

魅
力
を
発
信
し
、
興
味
を
持
っ
た
方
が
実
際

に
町
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲官民連携により、町内のガイド
ブックを作成し、道の駅や道内空
港等で配布している。

で
、
黒
曜
石
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
品
を
開

発
す
る
な
ど
、
町
が
一
丸
と
な
っ
て
交
流
人

口
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

“

”



国
宝
に
指
定
さ
れ
た
白
滝
遺
跡
群
出
土
品

や
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
、
白

滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
瀬
下

係
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

04

Ｑ
．
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

は
何
で
す
か
？

白
滝
に
あ
る
赤
石
山
は
日
本
最
大
級
の
黒

曜
石
原
産
地
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
昔

の
人
類
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
ね
。

黒
曜
石
は
、
火
山
岩
の
一
種
で
す
。
約
３

０
０
万
年
前
の
噴
火
で
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
に
、

約
２
２
０
万
年
前
に
粘
り
気
の
大
き
い
溶
岩

が
噴
出
し
、
空
気
に
触
れ
て
急
激
に
冷
え
て

固
ま
っ
て
で
き
ま
し
た
。
黒
い
見
た
目
を
し

て
い
ま
す
が
ほ
と
ん
ど
は
透
明
で
、
磁
鉄
鉱

と
い
う
黒
色
ま
た
は
赤
色
の
成
分
が
わ
ず
か

に
含
ま
れ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
。
天
然
の

ガ
ラ
ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

Ｑ
．
黒
曜
石
は
ど
の
よ
う
に
し

て
で
き
た
の
で
す
か
？

で
、
旧
石
器
時
代
に
１
万
年
以
上
も
の
間
、

多
く
の
人
類
が
足
を
運
ん
だ
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
黒
曜
石
資
源
を
活
用

し
た
「
石
器
工
場
」
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

旧
石
器
時
代
で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
石
器
の
形
状
や
種
類
が
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
石
器
が
ど
の
よ
う
に
し

て
作
ら
れ
た
の
か
、
白
滝
遺
跡
群
の
調
査
・

研
究
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
多
く
の

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5795

Ｑ
．
な
ぜ
白
滝
遺
跡
群
出
土
品

は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
の

で
す
か
？

旧
石
器
時
代
の
石
器
の
移
り
変
わ
り
や
石

器
づ
く
り
の
技
術
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る

か
ら
で
す
。
白
滝
は
黒
曜
石
産
地
だ
っ
た
の

▶
黒
曜
石
の
か
け
ら
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
集
め

て
合
わ
せ
る
と
、
中
に
空
洞
（
写
真
中
央
の
白

い
模
型
）
が
で
き
、
空
洞
の
形
か
ら
石
器
の
形

状
を
予
測
で
き
る
。

▲黒ソフト
町内の人気アイスクリーム店
が開発

▲黒曜石カレー
黒曜石のような黒いザンギを
のせたオリジナルのカレー

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
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東川町

創る

東
川
町
は
、
大
雪
山
を
望
む
田
園
風
景
が

美
し
い
豊
か
な
自
然
環
境
や
景
観
を
い
か
し
、

写
真
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

現
在
は
、
写
真
の
み
な
ら
ず
多
様
な
文
化
と

人
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
い
う
新

た
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魅
力

的
な
宅
地
造
成
や
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
手
作

り
の
椅
子
を
送
る
「
君
の
椅
子
」
事
業
な
ど

の
特
長
的
な
取
組
に
よ
り
、
平
成
７
年
か
ら

人
口
が
増
加
に
転
じ
、
豊
富
に
湧
き
出
る
良

質
な
地
下
水
に
よ
る
暮
ら
し
、
充
実
し
た
子

育
て
支
援
や
特
色
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
に

よ
り
、
自
分
ら
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
に
共
感

す
る
人
が
増
え
、
近
隣
市
町
村
や
首
都
圏
と

の
二
拠
点
生
活
を
目
的
と
し
た
移
住
者
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

東
川
町
で
は
、
こ
う
し
た
移
住
者
や
外
国

人
も
含
め
た
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
個
性
豊

か
に
生
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
、
２
０
２
０
年
に
全
道
で
初

め
て
業
務
委
託
型
短
時
間
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
事
業
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
単
な
る

人
材
不
足
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に

東
川
町
の
現
状
と
課
題

しごとコンビニ事務局

東川町役場

作業風景

働
く
環
境
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
確
立
や
、
し
ご
と
を
通
じ
て
若
者

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
様
な
方
々
の
望
む
生
き

方
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
は
、
仕
事
を
依
頼
す
る

側
が
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
務
局
と
業
務
委
託

契
約
を
結
び
、
事
務
局
が
受
託
し
た
業
務
を

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
に
登
録
し
た
町
民
に
再
委

託
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
依
頼
主

と
働
く
町
民
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
な
い
た

め
、
事
前
に
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
務
局
で
業

務
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
業
務
の

手
順
書
を
作
成
し
、
事
前
に
稼
働
者
が
業
務

の
流
れ
や
や
り
方
を
理
解
し
た
上
で
業
務
に

臨
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
依
頼
す
る
側
が
採

用
や
研
修
、
労
働
管
理
な
ど
に
か
か
る
手
間

と
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

町
民
に
稼
働
し
て
も
ら
う
安
心
感
や
町
民
に

自
分
の
事
業
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
農
作
業
な
ど
の
季
節
的

な
業
務
や
一
時
的
な
軽
作
業
や
通
年
で
の
事

務
作
業
な
ど
に
人
手
を
要
す
る
事
業
者
の
ほ

か
、
家
事
代
行
、
雪
か
き
や
草
取
り
な
ど
、

生
活
す
る
上
で
の
困
り
ご
と
や
、
人
に
頼
み

「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
の

し
く
み

“

”
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度
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
状

況
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、
定
年
退
職
後
に
、

こ
の
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
を
通
じ
て
、
地

域
の
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
働

く
こ
と
で
心
配
し
て
い
た
健
康
と
生
活
維
持

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声
や
、
出

産
や
子
育
て
に
よ
り
働
い
た
期
間
に
ブ
ラ
ン

ク
が
あ
っ
た
主
婦
が
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」

を
経
て
働
く
自
信
を
持
ち
、
そ
の
後
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
町
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
個
性
豊
か
に
生
き
る
た
め

の
柔
軟
な
働
き
方
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
仕
事
で
「
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
」
以
外

に
「
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
」
、
「
自

分
の
望
み
が
叶
え
ら
れ
る
」
な
ど
新
し
い
暮

ら
し
方
や
、
活
躍
の
機
会
を
提
供
で
き
る
こ

と
は
、
東
川
町
の
住
み
よ
い
環
境
の
確
保
に

繋
が
り
、
ま
す
ま
す
将
来
に
向
か
っ
て
活
力

あ
る
町
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
し
ご
と
コ
ン
ビ

ニ
」
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

本記事の内容は、東川町企画総務課、経済振興課で担当しております。
東川町の「しごとコンビニ」に関するお問い合わせ先 しごとコンビニ事業部 TEL：0166-73-8737

▲ローズマリーの収穫

▲イベント設営業務

▲HUCジャンボ宝くじ当選券ポイン
ト付与業務

東川町経済振興課
経済振興室 小林室⾧

しごとコンビニ
事業部 佐原部⾧

東
川
町
で
は
、
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
を

通
じ
て
、
将
来
、
小
さ
な
挑
戦
か
ら
身
近
な

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
町
民
を
増
や
し
、
事
務

局
は
相
談
を
通
し
て
、
町
と
町
民
を
繋
げ
て

「
や
り
た
い
」
を
叶
え
ら
れ
る
場
所
を
増
や

す
、
そ
し
て
町
内
で
す
べ
て
賄
う
こ
と
の
で

き
る
「
な
ん
で
も
地
産
地
消
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
稼
働
者
数
が
８
３
７
名

（
延
べ
人
数
）
と
な
っ
て
お
り
、
９
割
程

「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
へ

の
期
待

「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
は
、
子
育
て
中
や

定
年
退
職
後
な
ど
、
フ
ル
タ
イ
ム
や
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
に
制
限
が
あ
っ
て
も

「
少
し
だ
け
働
き
た
い
」
と
い
う
町
民
の

ニ
ー
ズ
と
、
繁
忙
期
や
自
分
達
で
は
で
き
な

い
作
業
な
ど
を
「
少
し
だ
け
手
伝
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
事
業
所
や
個
人
の
依
頼
主
側
の

ニ
ー
ズ
を
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
務
局
が
両

者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
仕
事
の
細
分
化
を
通
し

て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
「
働
く
」
を

通
じ
て
地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
す
。

雇
用
契
約
で
あ
る
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
と

違
い
、
働
き
た
い
町
民
が
個
人
事
業
主
と
し

て
業
務
委
託
契
約
を
結
ぶ
た
め
、
仕
事
を
す

る
か
し
な
い
か
、
納
期
の
範
囲
内
で
働
く
時

間
を
自
由
に
采
配
で
き
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

の
よ
う
に
自
分
自
身
で
働
き
方
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
一
方
で
、
依
頼
す
る
側
も
必
要
な

時
だ
け
、
少
な
い
手
間
と
経
費
で
人
手
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
の
メ

リ
ッ
ト

づ
ら
い
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
、
専
門
の
業

者
に
依
頼
す
る
よ
り
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料

金
設
定
で
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
」
で
働
き
た

い
町
民
は
、
メ
ン
バ
ー
登
録
を
行
う
こ
と
で

仕
事
の
情
報
が
配
信
さ
れ
る
の
で
、
自
分
で

仕
事
を
探
す
手
間
が
省
け
る
ほ
か
、
面
接
や

履
歴
書
が
必
要
な
い
こ
と
や
、
稼
働
場
所
が

自
宅
か
ら
比
較
的
近
い
業
務
が
多
く
、
通
い

や
す
く
、
働
き
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
な
用
事
や
体
調

不
良
時
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
間
で
の
交
代
や
、

子
ど
も
同
伴
可
能
な
業
務
な
ど
、
自
分
に

合
っ
た
条
件
の
仕
事
を
選
ん
で
仕
事
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

事
務
局
で
は
、
事
前
に
体
験
会
の
開
催
や
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
の
勉
強
会
も
実
施
し
て

お
り
、
町
民
の
仕
事
ス
キ
ル
向
上
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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▶
授
業
の
中
で
、
職
員
か
ら
新

た
な
総
合
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

道
で
は
、
人
口
減
少
な
ど
本
道
が
直
面
す
る

課
題
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
食
料
・
経

済
の
安
全
保
障
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環

境
の
大
き
な
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
現
在
の
北
海
道
総
合
計
画
の
計
画
期
間
で

あ
る
２
０
２
５
年
度
を
越
え
て
政
策
を
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
道
内
各
地
域
の
住
民
の
皆
様
な
ど
か
ら

幅
広
く
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
概
ね

年
後

の
北
海
道
の
め
ざ
す
姿
や
具
体
の
政
策
の
方
向

性
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
担
う
道
内
の
高

校
生
・
大
学
生
に
も
「
地
域
の
未
来
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
、

地
域
の
強
み
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
道
内
の
高
校
生
・
大
学
生
の
意
見

聴
取
の
様
子
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

檜
山
地
域
か
ら
、
江
差
高
校
の
２
年
生
の
皆

さ
ん
に

班
に
分
か
れ
て
意
見
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

【
地
域
の
課
題
】

▼
少
子
高
齢
化
や
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
。

▼
子
供
の
遊
び
場
や
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
施
設
が
少
な
い
な
ど
。

【
課
題
の
解
決
】

▼
若
者
や
町
外
の
方
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

▼
町
を
舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ
を
制
作
し
て
町
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
す
な
ど
。

【
地
域
の
強
み
】

▼
古
く
か
ら
の
建
物
が
並
ぶ
町
や
祭
り
な
ど
の

伝
統
的
な
文
化
が
あ
る
。

▼
自
然
や
海
産
物
が
豊
富
で
あ
る
。

▼
小
さ
な
規
模
の
町
だ
か
ら
こ
そ
、
町
民
ど
う

し
の
顔
が
見
え
、
一
人
一
人
へ
の
支
援
を
手
厚

く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

【
強
み
を
い
か
す
】

空
知
地
域
か
ら
、
岩
見
沢
農
業
高
校
の
農
業

土
木
工
学
科
２
年
Ｃ
組
の
皆
さ
ん
に
５
班
に
分

か
れ
て
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
地
域
の
課
題
】

▼
農
家
の
人
手
不
足
。

▼
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
除
排
雪
が
追
い
つ
か

な
い
、
そ
れ
に
よ
る
交
通
障
害
が
起
き
る
。

▼
商
店
街
の
空
店
舗
が
目
立
つ
な
ど
。

【
課
題
の
解
決
】

▼
農
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
。

▼
除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

▼
商
店
街
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
。

【
地
域
の
強
み
】

▼
札
幌
か
ら
近
い
。

▼
道
内
各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
良
い
。

▼
遊
園
地
や
バ
ラ
園
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

の
観
光
施
設
が
あ
る
。

▼
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
多
い
。

【
強
み
を
い
か
す
】

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
。

釧
路
地
域
か
ら
、
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部

東
准
教
授
の
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
に
４
班
に
分
か
れ

て
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
地
域
の
課
題
】

▼
公
共
交
通
機
関
が
不
便
で
あ
る
。

▼
駅
前
に
活
気
が
な
く
人
通
り
が
少
な
い
。

▼
若
者
に
と
っ
て
魅
力
が
な
い
な
ど
。

【
課
題
の
解
決
】

▼
公
共
交
通
機
関
の
需
要
調
査
を
行
い
、
交
通

利
用
者
を
確
保
す
る
取
組
を
進
め
る
。

▼
企
業
を
誘
致
し
て
若
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な

施
設
が
必
要
な
ど
。

【
地
域
の
強
み
】

▼
夏
は
涼
し
く
雪
が
少
な
い
。

▼
医
療
施
設
が
充
実
し
て
い
る
な
ど
の
住
み
や

す
さ
。

▼
湿
原
や
夕
日
な
ど
の
美
し
い
自
然
が
あ
る
な

ど
。

【
強
み
を
い
か
す
】

▼
夏
季
の
短
期
移
住
に
よ
り
暮
ら
し
や
す
さ
を

本記事の内容は、北海道総合政策部計画局計画推進課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-206-6421

◀
各
班
に
分
か
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
後
、
意
見
を
発
表
し
ま
し

た
。

▼
景
観
や
祭
り
を
楽
し
む

ツ
ア
ー
や
ツ
ー
リ
ン
グ
の

観
光
ル
ー
ト
を
作
成
す
る
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
町
の

魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

▼
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
増
や

す
。

▼
駅
に
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
誘
致
す

る
な
ど
。

知
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

夏
の
冷
涼
な
気
候
を
い

か
す
取
組
を
進
め
る
。

▼
湿
原
を
若
者
向
け
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
工
夫
を
行
う
な
ど
。

10
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新
た
な
価
値
創
造
へ
と
繋
が
っ
た
場
所
、

そ
れ
が
ゆ
め
ち
か
ら
テ
ラ
ス
で
す
。
市

外
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
る
こ
の
場

所
は
、
食
育
の
場
と
し
て
の
側
面
も
あ

り
、
後
藤
江
別
市
長
が
「
江
別
の
一
つ

の
宝
物
」
と
誇
る
ほ
ど
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
道
央
の
今
村
組
合
長
も
「
自
分

達
で
生
産
し
た
小
麦
が
パ
ン
に
な
っ
て
、

消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
姿
が
目
に

見
え
る
。
生
産
者
や
農
協
と
し
て
も
大

変
あ
り
が
た
い
拠
点
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
で
は
、
「
２
０
３

０
年
ま
で
に
自
社
商
品
に
お
け
る
国
産

小
麦
の
使
用
比
率
を

％
ま
で
引
き
上

げ
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

「
ゆ
め
ち
か
ら
テ
ラ
ス
」
は
、
国
産
小

麦
の
需
要
拡
大
と
い
う
両
者
の
想
い
の

発
信
基
地
と
し
て
、
現
在
も
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
の
「
ゆ
め
」
が

叶
い
、
「
ち
か
ら
」
が
得
ら
れ
る
場
所

と
し
て
、
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

08

ゆ
め
ち
か
ら
テ
ラ
ス

編

令
和
５
年
11
月
８
日
訪
問

本
道
が
食
料
安
全
保
障
上
の
貢
献
を

し
て
い
く
中
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
安

定
的
に
生
産
で
き
る
体
制
を
整
え
な
が

ら
国
内
消
費
を
促
す
取
組
は
、
地
域
や

国
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
。

道
産
小
麦
を
調
達
し
て
、
商
品
を
作

り
、
さ
ら
に
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う

理
想
的
な
取
組
で
あ
り
、
そ
の
想
い
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
う
し
た
活
動
が
さ
ら
に
進
む

よ
う
道
と
し
て
も
後
押
し
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

なおみちカフェ（江別市）の動画は
こちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

２０１８年５月、江別市にオープンした「ゆめちからテラス」。施設内には
ベーカリーや野菜直売所があり、連日多くの人で賑わっている。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
江
別
市
郊

外
に
あ
る
国
産
小
麦
の
需
要
拡
大
拠
点

「
ゆ
め
ち
か
ら
テ
ラ
ス
」
で
す
。

Ｊ
Ａ
道
央
と
敷
島
製
パ
ン
株
式
会
社

（
以
下
、
Ｐａｓｃｏ
）
が
２
０
１
８
年

か
ら
共
同
運
営
す
る
こ
の
施
設
内
に
は
、

地
元
生
産
者
が
出
店
す
る
野
菜
直
売
所

や
地
元
で
生
産
さ
れ
た
小
麦
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
を
は
じ
め
チ
ー
ズ
や
と
う
も
ろ

こ
し
な
ど
道
産
野
菜
や
乳
製
品
な
ど
の

素
材
を
使
っ
た
商
品
を
製
造
・
販
売
す

る
ベ
ー
カ
リ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
な
ど
が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
連
日
多

く
の
方
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。

こ
の
施
設
開
店
に
あ
た
っ
て
は
、
国

産
小
麦
の
需
要
拡
大
と
い
う
未
来
へ
の

両
者
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
小
麦
が
最
終

的
に
ど
の
よ
う
な
製
品
に
加
工
さ
れ
て
、

そ
れ
を
口
に
し
た
消
費
者
が
ど
ん
な
反

応
を
見
せ
る
の
か
、
生
産
現
場
か
ら
加

工
販
売
ま
で
顔
の
見
え
る
小
麦
の
流
通

を
実
現
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
Ｊ
Ａ

道
央
。
「
国
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
作

り
で
日
本
の
食
料
自
給
率
の
向
上
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
方
針
の
下
、
道
産
小

麦
を
使
っ
た
焼
き
立
て
パ
ン
を
販
売
し
、

店
舗
の
拡
大
戦
略
と
し
て
札
幌
近
郊
で

の
立
地
を
模
索
し
て
い
た
Ｐ
ａ
ｓ
ｃ
ｏ
。

そ
の
両
者
の
理
念
と
取
組
が
融
合
し
、

石狩編

多くの人で賑わう
のっぽろ野菜直売所▶

▲焼き立てパンの豊かな香りが広がるPasco
夢パン工房

▼道産小麦をふんだんに使った焼きたてパン

◆「なおみちカフェ」から創る
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弟
子
屈
町
の
こ
と
は
、
人
気
ラ
ー
メ
ン
店
の

屋
号
と
し
て
町
名
を
知
っ
て
い
た
程
度
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
報
道
の
限
界
を
感
じ
、
地
域
づ
く

り
の
当
事
者
に
な
り
た
い
と
次
の
キ
ャ
リ
ア
を

模
索
し
て
い
た
と
き
に
、
津
別
町
に
あ
る
道
東

テ
レ
ビ
の
立
川
社
長
（
津
別
町
元
地
域
お
こ
し

協
力
隊
）
か
ら
弟
子
屈
町
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
ご
縁

で
す
。
初
め
て
町
内
を
見
て
回
っ
た
と
き
、
川

湯
温
泉
や
硫
黄
山
、
摩
周
湖
、
蕎
麦
な
ど
、
贅

沢
な
ぐ
ら
い
様
々
な
資
源
が
あ
る
宝
石
箱
の
よ

う
な
町
だ
と
感
じ
た
た
め
、
そ
の
良
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
逆
に
難
し
い
、
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
課
題
が
あ
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

着
任
し
て
か
ら
初
め
の
一
ヶ
月
間
は
居
酒
屋

に
し
か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い

ぐ
ら
い
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
町
で
働

く
様
々
な
方
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
、
個
性

が
す
ご
く
強
い
人
、
引
き
寄
せ
ら
れ
る
人
、
巡

り
合
う
の
が
必
然
だ
っ
た
と
思
う
よ
う
な
人
な

ど
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
す
べ

て
を
吸
収
し
た
か
っ
た
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
方
と
会
話
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
町
の
地
域
課
題
に
全
力
で
取
り

組
む
意
思
の
あ
る
人
間
だ
と
町
民
の
皆
様
に
理

解
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
五
弾

【プロフィール】
宮城県出身28歳。元UHB北海道文化放送アナウン
サー。2020年10月から弟子屈町の地域おこし協力
隊として活動中。

▼
弟
子
屈
町
の
協
力
隊
と
な
っ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
弟
子
屈
町
に
来
て
地
域
に
馴
染
む
た
め

に
意
識
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

協
力
隊
と
し
て
主
な
業
務
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
運
営
で
、
現
在
は
月
８
本
程

度
投
稿
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
内
に
会
社
を
設

立
し
、
宿
泊
施
設
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
ジ
ン
バ
」
の
運
営
、
映
像
関
係
の
仕
事
も
し

て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
現
在
は
ど
の
事
業
も
忙

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
は
多
く
あ
る
の
で
す
が
、
同
級
生
と
二
人

▼
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
ジ
ン
バ
」
と

は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
す
か
。

町
民
の
皆
様
は
外
か
ら
来
る
人
に
対
し
て
寛

容
で
あ
り
、
移
住
者
が
増
え
て
町
に
活
力
が
生

ま
れ
て
き
た
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
年
で

歳
に
な
り
ま
す
が
、
同
世
代
の
移
住
者
が

多
く
な
っ
た
と
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
世
代

交
代
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
前
例
に
と
ら

わ
れ
ず
新
し
い
こ
と
が
や
り
や
す
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

訪
問
客
と
弟
子
屈
町
民
を
つ
な
ぐ
機
能
を
持
つ

場
所
で
す
。
観
光
目
的
で
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
場

所
と
い
う
よ
り
は
、
移
住
や
定
住
な
ど
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
方
が
来
ら
れ
た
方
が
、
よ
り
良
い
結

果
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ジ
ン
バ
近
郊
に
は

ホ
テ
ル
も
あ
る
の
で
、
中
長
期
的
な
利
用
も
可
能

で
す
。
日
中
は
無
人
店
舗
と
し
て
営
業
し
て
お
り
、

今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
人
と
人
が
繋
が
る
こ
と
が

で
き
る
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。▲ 川上隊員が運営する

YouTubeの配信コンテンツ
の数々。月に合計8本、好
評配信中！！

創る

▲コワーキングスペース「ジンバ」
こちらの建物は空き家をリノベーションし、

コワーキングスペースとして使用。

で
切
り
盛
り
し
て
い
る
せ
い
か
、
手
の
回
ら
な
い

事
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
弟
子
屈
町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
局
勤
務
時
代
と
比
べ
て
視
聴
者
が
と

て
も
身
近
に
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
ま
た
、
最

近
、
町
民
の
皆
様
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
対
し

て
主
体
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
任
期
後
も
弟
子
屈
町
に
残
り
、

町
の
「
魅
力
」
や
「
気
づ
き
」
を
引
き
続
き
発

信
し
て
い
き
な
が
ら
、
今
の
取
組
を
よ
り
拡
大

さ
せ
て
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

道
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
毎
年
増
加
し
、
地
域
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
確
保
な
ど
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
で
地
域
に
新
た
な
風
を
吹

き
込
む
存
在
と
し
て
地
域
振
興
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
隊
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

09

28
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創る

▴ベトナムから来た教育実習
生と園の子どもたちとベトナ
ム料理を一緒に作って食べる
イベントの様子。

本記事の取組は、北海道総合政策部官民連携推進局が担当しております。
地域おこし協力隊制度に関するお問い合わせ先 地域おこし協力隊サポート推進室 （011-204-5791）

上
士
幌
町
認
定
こ
ど
も
園
「
ほ
ろ
ん
」
で
、

幼
児
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
方
と
の
交
流
と
国
際

交
流
の
促
進
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
人
間
性
を
育
む
目
的
で
、
ア
メ
リ
カ

や
タ
イ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
交
流
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。
他
に

も
、
上
士
幌
町
は
牧
場
が
多
く
、
技
能
実
習

生
が
多
い
地
域
性
を
生
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
人

の
方
と
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
一
緒
に
食
べ
て
交

流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
職
を
退
職
後
、
上
士
幌
町
の
滞
在
型
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「M

Y
M
ICH
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
１
か
月
間
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
当
時
、
上
士
幌
町
の
こ
と
は
詳
し

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
暮
ら
し

て
み
る
と
、
人
と
の
距
離
感
が
心
地
よ
く
、

ま
た
、
自
然
豊
か
な
環
境
が
好
き
に
な
り
、

す
っ
か
り
上
士
幌
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
子
ど
も
と
密
に
触
れ

あ
え
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
上
士
幌
町

で
は
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
る
と
思
い
、
移
住
を

決
断
し
ま
し
た
。

第
六
弾

【プロフィール】
千葉市出身。専門学校卒業後、医療事務として千葉県内の小児科
病院に勤める。退職後、上士幌町の「MY MICHIプロジェクト」に
参加し、2021年12月より地域おこし協力隊として上士幌町認定こ
ども園「ほろん」で幼児教育支援コーディネーターに従事｡

令
和
６
年
１
月
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

相
談
対
応
や
研
修
会
の
運
用
等
を
専
門
に
行
う

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
着
任

し
ま
し
た
。
全
道
で
活
躍
し
て
い
る
隊
員
の
活

動
充
実
の
た
め
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
も
イ
ベ

ン
ト
や
研
修
等
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

▼
上
士
幌
町
の
協
力
隊
と
な
っ
た
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

▼
手
応
え
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

元
々
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
ど
も
園
内
に

い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
国
際
交
流
推
進
員
と
の

交
流
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
外
国
籍
の
町

民
と
の
ふ
れ
あ
い
が
な
か
っ
た
た
め
、
調
整

や
運
営
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人

実
習
生
の
方
々
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
子

ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
嬉
し
い
反

応
が
あ
っ
た
と
き
は
大
変
や
り
が
い
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
、
園
内
で
け
ん
玉
が

流
行
っ
た
の
で
、
地
域
の
得
意
な
方
に
け
ん

玉
を
教
え
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
大
変
盛
り
上
が
っ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

▼
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

上
士
幌
町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
協
力
隊
の
任
期
終
了
後
に
や
り
た
い

こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
、
や
り
た
い
こ
と

を
素
早
く
実
現
で
き
ま
す
。
「
こ
ん
な
こ
と
や

り
た
い
」
と
口
に
出
す
と
、
す
ぐ
に
「
こ
ん
な

人
が
い
る
よ
」
と
紹
介
さ
れ
る
「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
深
さ
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
頼
っ
た
ら
全
力
で
応
え
て
く
れ
ま
す

が
、
干
渉
は
し
す
ぎ
な
い
と
い
う
適
度
な
距

離
感
も
心
地
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
外
遊
び
を
し
て
い
る
と
き
に
見
え

る
山
々
や
気
球
が
飛
ぶ
景
色
も
好
き
で
す
。
移

住
し
て
か
ら
釣
り
や
温
泉
、
冬
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
を
履
い
て
の
お
散
歩
な
ど
趣
味
が
増
え
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
上
士

幌
町
に
来
て
１
０
０
％
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
間
性
を
育
む
た
め
に
も
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
が

大
事
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
例
え
ば
、
造
形
活
動

（
ア
ー
ト
活
動
）
が
で
き
る
機
会
を
作
る
な
ど
、

様
々
な
個
性
を
持
つ
子
ど
も
達
が
輝
け
る
よ
う

な
場
所
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左：平井 義一さん 右：木内 健太さん

▴アメリカの交流推進員が帰国し
た際に、現地と園の子どもたちを
オンラインで繋ぎ、アメリカの暮
らしを紹介してもらった様子。

◀「協力隊やるなら北海道！」
ポータルサイト

母
国
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
実
習
生
の
皆
さ
ん

に
も
、
同
じ
町
民
と
し
て
外
に
出
て
楽
し
む

機
会
を
創
出
で
き
れ
ば
と
い
う
想
い
も
あ
り

ま
し
た
。



ＵＲＬ: https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html
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